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ネットとリアルが融合した
新時代のサービスに関する調査研究の視点

携帯端末とAR（拡張現実）技術、位置情報技術、センサー技術等を活用し、現実空間に

情報を付加するサービスが次 と々登場し関心を集めています。ナビゲーションによりビジ

ネスチャンスを拡大、また商品を購入前後の消費者の行動も把握可能に。新時代のサー

ビスをビジネスで活用するためのポイントや課題について考察していきます。

❶携帯電話等を使った
　健康管理サービス
富士通は、携帯電話とパ
ソコンを活用した新しい
健康サービス「深体創工
房（しんたいそうこうぼ
う）」をご提供しています。

現実環境に 　外出先でのラン

情報を付加する チ。何を食べたらい

新サービスが いか、悩ましいところ
次 と々登場 です。そんなとき、こ

んなサービスがあれ

ばどうでしょうか。携帯電話のカメラのレン

ズを通して街を見ると、現実の映像に重ね

合わせておいしいお店の情報が表示され、

口コミ情報やお店までの道案内、クーポン

情報等もその場で確認。さらには食べた感

想の発信も可能になる等…。

　携帯端末の性能が向上したことにより、

現実環境にコンピュータを用いて情報を付

加するAR（拡張現実、Augmented Reality）

技術やGPS（Global Positioning System）と

いった位置測定技術、人のあらゆる活動履

歴を記録するライフログ、人やモノの動き

を可視化するセンサー技術等の先進技術

を活用し、いままでにない新時代のサービ

■ネットとリアルが融合したサービス 概念図

スが次 と々生まれています。

　店舗への誘導、博物館や美術館、観光名

所におけるガイドはもとより、ネットでのつ

ぶやきとSNS（Social Networking Service）

内の友人関係を連携させるサービス、セ

ンサーを搭載した携帯電話等を使って健

康管理を行うサービス ❶等、その活用領域

は多岐にわたっています。また、店舗だけ

でなく街全体の回遊性を高めるために次

の行動に導く付加情報を提供する地域活

性化のイベントや、遺跡に立ち、特殊なゴー

グルを装着して周囲を見渡せば昔の風景

が映し出されるといった遺跡復元等の試み

も行われています。

　こうしたリアルの世界とネットの世界を

融合したサービスが提供するもの、それは

情報活用の多様性やリアルタイム性を高め

ることで「いま」を生きる私たち一人ひとり

の可能性を広げる機会そのものです。

利用者一人ひとりの可能性を広げる新しい機会の創出 
・多様な地域情報の提供（レコメンデーション）
・リアルの場所への誘導（ナビゲーション）
・場所と人、人と人のマッチング（マッチング）　等

サービスが生み出す効果 

・エリア情報データベース
　（観光地、レストラン等）
・クチコミ情報データベース
・地図情報データベース
・利用者の友人関係のデータ
　（ソーシャルグラフ）
・人や物の移動に関するデータ
・交通機関の時刻表のデータ
　　　　　　　　　　　　　　等

各種の新しいサービス

ネットとリアルが融合した利用者との新しい接点

・携帯端末　・拡張現実　・位置情報　・センサー網
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 等

・実際の風景や様々な場所
・人々の食生活等の記録
・人の行動記録と現在位置
・車等の交通機関の運行状況
・家電製品等の使用状況
・天候や河川の状態等の自然状況 
　　　　　　　　　　　　　　等

技　　術 リアルの世界（情報）ネットの世界（情報）
（データベース）
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新しい 　ネットとリアルが

サービスの 融合した新しいサー

ビジネス活用に ビスをビジネスで活
おける
2つの観点 用する場合には2つ

の側面があります。

　1つは人を誘導してアクションをうなが

すことによるビジネスチャンスの拡大です。

例えば、前述の地域活性化もその一つで

す。また位置情報を活用したゲームもあり、

コンテンツ提供者がリアルの店舗・企業との

コラボレーションを行い、店舗で商品を購

入する毎にアイテムがもらえるといったビ

ジネスモデルが成り立っています。

　もう1つは情報収集と活用の多様性に

よる付加価値の創造です。ビジネスの観点

では、POSシステムやポイントカードによる

購入商品や購入者の属性情報に加え、これ

からはどこに立ち寄ってから来店したか、買

い物の前後でネットに何をつぶやいたか、

さらに購入後の商品の使い方までも把握

可能になることも考えられます。富士通も、

例えば家の中にある家電製品をネットワー

ク化して使用状況の情報を収集するために

利用できるアドホック通信技術 ❷の研究を

進めています。これまで可視化できなかっ

た様々な情報を新サービス・商品開発に活

用することで競争力の向上が図れます。

　環境や安心・安全の観点でも情報収集と

活用の多様性に期待が寄せられています。

例えば、走行している自動車から車両位置

やスピード等のプローブ情報 ❸を収集・活

用して交通渋滞情報の精度向上を図る試

みや、インターネットの口コミ情報を収集・

分析して都道府県別に花粉症の症状分布

を可視化する試み等、様々な取り組みが行

われています。

普及、拡大には 　ネットとリアルが

プライバシー保護と 融合したサービスの

利便性の 普及、拡大における
トレードオフの
解決が鍵 最大の課題は、プラ

イバシーの保護で

す。個人情報とは個人が特定できる情報で

すが、厳密には個人を特定できない情報で

も、複数の情報を集約することで個人が特

定されるリスクが高まります。

　プライバシーの問題と利便性のトレードオ

フを解決するために、データを匿名化して二

次利用する技術の開発や制度的な問題の検

討等、国としての取り組みも進められていま

す。さらに、ネットとリアルのデータが蓄積さ

れるデータセンターの活用もポイントになり

ます。信頼性はもとよりデータを匿名化し安

心して活用できる仕組みの確立が、今後ます

ます重要です。クラウド時代の進展により、企

業間や異業種間のコラボレーションのスピー

ドや多様性も拡大します。安心・安全のもと、

企業、人、情報が出会い、触発しあって付加価

値を創造していく。クラウドサービスの提供

企業も、そうした場を提供していくことに役割

を大きく変貌させていくことが考えられます。

　新時代の技術やサービスを活用した新し

いビジネスモデルや社会システム、安心・安

全に利用できる仕組み等について富士通総

研は研究を進めており、今後も様々なご提

案を行っていきます。これは、富士通グルー

プがビジョンとして標榜する人間を中心と

するICT社会「ヒューマン・セントリックなイ

ンテリジェント・ソサエティ」 ❹の実現を支え

る調査研究でもあります。

株式会社富士通総研 経済研究所 主任研究員

早稲田大学 IT戦略研究所 客員研究員

浜屋 敏

❷アドホック通信技術
通信機器同士が自動的
にネットワーク網を構築
し、バケツリレー式にデー
タを目標まで伝達する通
信技術。

❸プローブ情報
走行位置の履歴等、走行
する自動車のデータを
収集し、入力データとし
て活用する各種情報。

❹ヒューマン・セントリッ
　クなインテリジェント・
　ソサエティ
誰もが複雑な技術や操作
を意識せずにICTが創出
する価値の恩恵を享受で
きる社会の実現。ICTの進
化を背景に、より人間的
な価値実現を目指し、
人々がより豊かで、より安
心・安全で、より快適、便
利で、楽しく暮らせる社会
を実現するという富士通
のビジョン。
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